
(57)【要約】

【課題】仮想又は実在の空間において対象物の三次元方

向の移動を行う三次元コントローラに関し、従来困難で

あった、他の操作と並行して行う対象物の三次元方向の

移動や微妙な動きをスムーズにコントロールするという

課題を克服するための手段の提供。

【解決手段】コントローラ本体部に、一本の指の動きに

連動してコントローラ本体上で三次元方向に動かすこと

ができる指スティック部を設け、当該指スティック部の

三次元方向の動きに対応して空間内での三次元方向の移

動制御信号を生成する手段を提供することにより、他の

操作と並行して行う対象物の三次元方向の移動や微妙な

動きをスムーズにコントロールすることが可能となる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
コ ン ト ロ ー ラ 本 体 部 と 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ 本 体 部 に 配 置 さ れ た 指 ス テ ィ ッ ク 部 と か ら な る
三 次 元 コ ン ト ロ ー ラ で あ っ て 、
前 記 指 ス テ ィ ッ ク 部 は 、
一 本 の 指 の 動 き に 連 動 し て コ ン ト ロ ー ラ 上 で 三 次 元 方 向 に 動 か す こ と が 可 能 で あ り 、
コ ン ト ロ ー ラ 本 体 部 は 、
前 記 指 ス テ ィ ッ ク 部 の 三 次 元 方 向 の 動 き に 応 じ て 空 間 内 で の 三 次 元 方 向 の 移 動 制 御 信 号 を
生 成 す る 制 御 信 号 生 成 手 段 を 有 す る 、
三 次 元 コ ン ト ロ ー ラ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 指 ス テ ィ ッ ク 部 は 、
人 間 の 指 を 挿 入 し て 保 持 す る た め の 指 挿 入 手 段 を 有 し 、 指 挿 入 手 段 に よ り 指 ス テ ィ ッ ク に
保 持 さ れ た 指 を 動 か す こ と で 自 身 が コ ン ト ロ ー ラ 本 体 上 に て 三 次 元 方 向 に 連 動 し て 動 か さ
れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 三 次 元 コ ン ト ロ ー ラ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 指 ス テ ィ ッ ク 部 は 、
前 記 コ ン ト ロ ー ラ 本 体 に 対 し て 弾 性 体 で 保 持 さ れ 、 指 に よ り 押 圧 し 、 又 は 引 き 上 げ る こ と
に よ り 前 記 指 ス テ ィ ッ ク を 動 か す Ｚ 軸 方 向 動 作 手 段 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 三 次 元 コ ン
ト ロ ー ラ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 指 ス テ ィ ッ ク 部 は 、
前 記 コ ン ト ロ ー ラ 本 体 に 対 し て 反 発 す る 方 向 に 付 勢 さ れ 、 指 に よ り そ の 反 発 力 を 押 さ え る
方 向 に 力 を 印 加 す る こ と が で き る 指 の せ 手 段 を 有 し 、 指 ス テ ィ ッ ク に 載 置 し た 指 の 押 圧 力
に よ り 前 記 指 の せ 手 段 を 動 か す こ と で 自 身 が コ ン ト ロ ー ラ 本 体 上 に て 三 次 元 方 向 に 連 動 し
て 動 か さ れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 三 次 元 コ ン ト ロ ー ラ 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 制 御 信 号 生 成 手 段 は 、 前 記 指 の 動 き に よ り 指 ス テ ィ ッ ク が 受 け る 力 の 大 き さ に 応 じ て
前 記 移 動 制 御 信 号 を 生 成 す る 請 求 項 １ 又 は 、 ２ に 記 載 の 三 次 元 コ ン ト ロ ー ラ 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 コ ン ト ロ ー ラ 本 体 部 は 、 人 間 の 片 手 に 納 ま る 大 き さ で あ る 請 求 項 １ か ら ３ に 記 載 の 三
次 元 コ ン ト ロ ー ラ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
本 発 明 は 、 実 在 ま た は 仮 想 の 空 間 内 に お い て 、 一 本 の 指 の 操 作 に 連 動 し て 生 成 さ れ る 移 動
制 御 信 号 に よ り 、 対 象 物 を 三 次 元 方 向 に 動 か す こ と が で き る 三 次 元 コ ン ト ロ ー ラ に 関 す る
も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 コ ン ピ ュ ー タ を 用 い た ３ Ｄ ゲ ー ム の よ う に 、 仮 想 の 空 間 に お い て 対 象 物 を 三 次 元 方
向 に 移 動 さ せ る 技 術 が 提 供 さ れ る よ う に な っ て き て お り 、 そ の た め の 操 作 手 段 と し て 、 マ
ウ ス 型 や ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク 型 の コ ン ト ロ ー ラ が 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し 、 従 来 の 操 作 手 段 は 、 例 え ば 、 右 手 で Ｘ 軸 、 Ｙ 軸 の 二 次 元 方 向 の 操 作 を 行 い 、 左 手
で Ｚ 軸 方 向 の 操 作 を 行 う と い っ た よ う に 、 両 手 で 操 作 す る も の が 主 流 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 片 手 で 操 作 す る コ ン ト ロ ー ラ と し て 、 例 え ば 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ １ ８ ０ ４ ７ で 開 示 さ
れ て い る も の が 知 ら れ て い る が 、 本 発 明 は 、 複 数 の ボ タ ン を 各 指 で 押 し て 制 御 信 号 を 生 成
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す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 コ ン ピ ュ ー タ 技 術 等 の 発 達 に 伴 い 、 今 後 、 仮 想 の 空 間 に お い て 、 例 え ば 、 自 己 の
戦 闘 機 を 三 次 元 方 向 に コ ン ト ロ ー ル し つ つ 、 敵 機 を 攻 撃 す る ３ Ｄ ゲ ー ム な ど の よ う な 、 複
雑 な 操 作 を 行 う ゲ ー ム の ニ ー ズ が 増 え て く る と 考 え ら れ る 。 ま た 、 一 般 家 庭 や 企 業 に お い
て ヴ ァ ー チ ャ ル リ ア リ テ ィ 技 術 を 用 い た 三 次 元 空 間 内 で の 対 象 物 や デ ー タ の 操 作 を 行 う 作
業 も 日 常 的 な も の と な る こ と が 予 想 さ れ る 。 さ ら に 、 実 在 の 空 間 に お い て も 、 例 え ば 、 航
空 機 の 操 縦 者 が 、 通 信 や 移 動 目 標 の 捕 捉 等 を 行 う の と 並 行 し て 、 自 機 を 三 次 元 方 向 に 移 動
す る 場 合 の よ う に 、 様 々 な 他 の 複 雑 な 作 業 を 行 い つ つ 、 同 時 に 対 象 物 の 三 次 元 方 向 の 移 動
を 行 う 必 要 が 増 加 す る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
従 来 の 両 手 で 操 作 す る 三 次 元 コ ン ト ロ ー ラ で は 、 こ う し た 他 の 操 作 と 並 行 し て か か る 操 作
を 行 う と い う 複 雑 な 作 業 を 行 う こ と は 困 難 で あ っ た 。 ま た 、 片 手 で 操 作 す る 三 次 元 コ ン ト
ロ ー ラ に つ い て も 、 複 数 の ボ タ ン を 各 指 で 押 し て 制 御 信 号 を 生 成 す る 方 法 の 場 合 、 微 妙 な
動 き を ス ム ー ズ に コ ン ト ロ ー ル す る こ と は 困 難 で あ っ た 。 さ ら に 、 一 般 家 庭 や 企 業 に お け
る ヴ ァ ー チ ャ ル リ ア リ テ ィ 技 術 を 用 い た 三 次 元 空 間 内 で の 対 象 物 や デ ー タ の 操 作 を 行 う 作
業 に 対 す る ニ ー ズ の 増 加 に も 対 処 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の た め 、 本 発 明 は 、 一 本 の 指 の 動 き に 連 動 し て 空 間 内 で 対 象 物 を 三 次 元 方 向 に 移 動 さ せ
る 手 段 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 に お い て は 、 コ ン ト ロ ー ラ 本 体 部 に 、 一 本 の 指 の 動 き に
連 動 し て コ ン ト ロ ー ラ 本 体 上 で 三 次 元 方 向 に 動 か す こ と が で き る 指 ス テ ィ ッ ク 部 を 設 け る
こ と に よ り 、 当 該 指 ス テ ィ ッ ク 部 の 三 次 元 方 向 の 動 き に 対 応 し て 空 間 内 で の 三 次 元 方 向 の
移 動 制 御 信 号 を 生 成 す る 手 段 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 形 態 】
以 下 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。 実 施 形 態 と 、 特 許 請 求 の 範 囲 の 請 求 項 と の 関 係
は 以 下 の よ う な も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
実 施 形 態 １ ： 主 に 請 求 項 １ な ど に 関 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
実 施 形 態 ２ ： 主 に 請 求 項 ２ な ど に 関 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
実 施 形 態 ３ ： 主 に 請 求 項 ３ な ど に 関 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
実 施 形 態 ４ ： 主 に 請 求 項 ４ な ど に 関 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
実 施 形 態 ５ ： 主 に 請 求 項 ５ な ど に 関 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
実 施 形 態 ６ ： 主 に 請 求 項 ６ な ど に 関 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
な お 、 本 発 明 は こ れ ら 実 施 の 形 態 に 何 ら 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い
範 囲 に お い て 、 種 々 な る 態 様 で 実 施 し う る 。
＜ ＜ 実 施 形 態 １ ＞ ＞
【 ０ ０ １ ８ 】
＜ 実 施 形 態 １ ： 概 要 ＞
【 ０ ０ １ ９ 】
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本 実 施 形 態 は 、 一 本 の 指 の 動 き に 連 動 し て コ ン ト ロ ー ラ 本 体 上 で 三 次 元 方 向 に 動 か す こ と
が 可 能 な 指 ス テ ィ ッ ク を 一 本 の 指 で 動 か す こ と に よ り 、 コ ン ト ロ ー ラ 本 体 部 が 、 前 記 指 ス
テ ィ ッ ク 部 の 三 次 元 方 向 の 動 き に 応 じ て 空 間 内 で の 三 次 元 方 向 の 移 動 制 御 信 号 を 生 成 し 、
こ れ に よ り 対 象 物 を 空 間 内 で 移 動 さ せ る 三 次 元 コ ン ト ロ ー ラ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 １ は 、 本 実 施 形 態 の 一 例 の 概 念 を 示 す も の で あ る 。 以 下 、 同 図 に 示 す 例 に 即 し て 説 明 す
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
（ １ ） 　 操 作 者 は 、 同 図 に 示 す コ ン ト ロ ー ラ 本 体 部 （ ０ １ ０ １ ） を 片 手 で 保 持 す る と と も
に 、 指 ス テ ィ ッ ク 部 （ ０ １ ０ ２ ） の リ ン グ 部 分 （ ０ １ ０ ３ ） に 親 指 を は め る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
（ ２ ） 　 操 作 者 の 親 指 の 動 き の 方 向 、 及 び 指 ス テ ィ ッ ク 部 が 受 け る 力 の 大 き さ に 応 じ て 、
コ ン ト ロ ー ラ 本 体 が 、 空 間 内 に お け る 三 次 元 方 向 の 移 動 制 御 信 号 を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
＜ 実 施 形 態 １ ： 構 成 ＞
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ２ は 、 本 実 施 形 態 の 機 能 ブ ロ ッ ク の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 件 発 明 の 構 成 要 素 で あ る 各 部 は 、 ハ ー ド ウ ェ ア 、 ソ フ ト ウ ェ ア 、 ハ ー ド ウ ェ ア と ソ フ ト
ウ ェ ア の 両 者 、 の い ず れ か に よ っ て 構 成 さ れ る 。 た と え ば 、 こ れ ら を 実 現 す る 一 例 と し て
、 コ ン ピ ュ ー タ を 利 用 す る 場 合 に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ 、 メ モ リ 、 バ ス 、 イ ン タ ー フ ェ イ ス 、 周 辺 機
器 な ど か ら 構 成 さ れ る ハ ー ド ウ ェ ア と 、 こ れ ら の ハ ー ド ウ ェ ア 上 に て 実 行 可 能 な ソ フ ト ウ
ェ ア を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
具 体 的 に は 、 メ モ リ 上 に 展 開 さ れ た プ ロ グ ラ ム を 順 次 実 行 す る こ と で 、 メ モ リ 上 の デ ー タ
や 、 イ ン タ ー フ ェ イ ス を 介 し て 入 力 さ れ る デ ー タ の 加 工 、 蓄 積 、 出 力 な ど に よ り 各 部 の 機
能 が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 実 施 形 態 は 、 「 コ ン ト ロ ー ラ 本 体 部 」 （ ０ ２ ０ １ ） 及 び 「 指 ス テ ィ ッ ク 部 」 （ ０ ２ ０ ２
） で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
「 コ ン ト ロ ー ラ 本 体 部 」 （ ０ ２ ０ １ ） は 、 前 記 指 ス テ ィ ッ ク 部 の 三 次 元 方 向 の 動 き に 応 じ
て 空 間 内 で の 三 次 元 方 向 の 移 動 制 御 信 号 を 生 成 す る 制 御 信 号 生 成 手 段 を 有 す る 。 「 コ ン ト
ロ ー ラ 本 体 部 」 と は 、 前 記 三 次 元 コ ン ト ロ ー ラ の う ち 、 指 ス テ ィ ッ ク 部 を 保 持 す る 部 分 を
い う 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
「 空 間 内 」 と は 、 仮 想 の 空 間 内 で あ る か 現 実 の 空 間 内 で あ る か を 問 わ な い 。 ま た 、 「 三 次
元 方 向 」 と は 、 Ｘ 軸 （ 左 右 ） 、 Ｙ 軸 （ 前 後 ） も し く は Ｚ 軸 （ 上 下 ） 方 向 ま た は こ れ ら を 組
み 合 わ せ た 方 向 を い い 、 要 す る に 、 空 間 内 に お け る あ ら ゆ る 方 向 を い う 。 さ ら に 、 「 移 動
制 御 信 号 」 と は 、 指 ス テ ィ ッ ク 部 の 動 き に 応 じ て 空 間 内 に お け る 対 象 物 の 移 動 を 制 御 す る
た め に 前 記 コ ン ト ロ ー ラ 本 体 部 で 生 成 さ れ る 信 号 を い う 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
「 指 ス テ ィ ッ ク 部 」 （ ０ ２ ０ ２ ） は 、 一 本 の 指 の 動 き に 連 動 し て コ ン ト ロ ー ラ 本 体 上 で 三
次 元 方 向 に 動 か す こ と が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 コ ン ト ロ ー ラ 本 体 部 を 片 手 の 人 差 し 指 以 下
の ４ 本 の 指 で 握 っ て 保 持 し 、 親 指 で 当 該 指 ス テ ィ ッ ク 部 を 動 か す こ と が で き る 。 な お 、 「
一 本 の 指 」 は ど の 指 で あ っ て も 構 わ な い 。 こ の 場 合 、 当 該 一 本 の 指 の 動 き を 指 ス テ ィ ッ ク
部 に 連 動 さ せ る た め の メ カ ニ ズ ム と し て 、 例 え ば 、 指 ス テ ィ ッ ク 部 に リ ン グ 状 の 指 挿 入 部
を 設 け 、 当 該 指 挿 入 部 分 に 挿 入 し た 指 の 動 き に 連 動 し て 、 当 該 指 挿 入 部 分 を 含 む 指 ス テ ィ
ッ ク 部 が 動 く よ う に す る 方 法 が 考 え ら れ る 。 ま た 、 例 え ば 、 指 ス テ ィ ッ ク 部 を コ ン ト ロ ー
ラ 本 体 部 に 対 し て 弾 性 体 で 保 持 し 、 指 に よ り 押 圧 し 、 又 は 引 き 上 げ る こ と に よ り 当 該 指 ス
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テ ィ ッ ク 部 を 動 か す 方 法 も 考 え ら れ る 。 さ ら に 、 「 連 動 し て 」 と は 、 指 の 動 き の 方 向 、 大
き さ 、 強 さ 又 は 速 さ に 応 じ て と い う 意 味 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
＜ 実 施 形 態 １ ： 処 理 の 流 れ ＞
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ３ は 、 本 実 施 形 態 で の 流 れ の 一 例 を 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま ず 、 指 ス テ ィ ッ ク の 作 動 ス テ ッ プ （ Ｓ ０ ３ ０ １ ） に お い て 、 指 ス テ ィ ッ ク 部 を 一 本 の 指
で 操 作 す る こ と に よ り 、 当 該 一 本 の 指 の 動 き に 連 動 し て 前 記 指 ス テ ィ ッ ク が 動 く 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
次 に 、 移 動 制 御 信 号 の 生 成 ス テ ッ プ （ Ｓ ０ ３ ０ ２ ） ス テ ッ プ に お い て 、 前 記 指 ス テ ィ ッ ク
部 の 動 き に 応 じ て 、 コ ン ト ロ ー ラ 本 体 部 に お い て 、 空 間 内 に お け る 対 象 物 の 移 動 を 制 御 す
る た め の 信 号 が 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
＜ 実 施 形 態 １ ： 効 果 ＞
【 ０ ０ ３ ６ 】
本 実 施 形 態 に お い て は 、 コ ン ト ロ ー ラ 本 体 部 に 、 一 本 の 指 の 動 き に 連 動 し て コ ン ト ロ ー ラ
本 体 上 で 三 次 元 方 向 に 動 か す こ と が で き る 指 ス テ ィ ッ ク 部 を 設 け る こ と に よ り 、 前 記 コ ン
ト ロ ー ラ 本 体 部 に お い て 、 当 該 指 ス テ ィ ッ ク 部 の 三 次 元 方 向 の 動 き に 対 応 し て 空 間 内 で の
三 次 元 方 向 の 移 動 制 御 信 号 を 生 成 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の た め 、 当 該 一 本 の 指 の 動 き
の 方 向 や 指 ス テ ィ ッ ク の 受 け る 指 の 力 の 大 き さ の 微 妙 な 変 化 に 対 応 し た ス ム ー ズ な コ ン ト
ロ ー ル が 可 能 と な る 。 ま た 、 片 手 は 全 く フ リ ー と な る た め 、 他 の 操 作 、 例 え ば 航 空 機 の 操
縦 者 が 、 通 信 や 移 動 目 標 の 捕 捉 等 を 行 う た め の 操 作 に 使 う こ と が で き 、 コ ン ピ ュ ー タ 技 術
等 の 発 達 に 伴 う 複 雑 な 作 業 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
＜ ＜ 実 施 形 態 ２ ＞ ＞
【 ０ ０ ３ ７ 】
本 実 施 形 態 は 、 実 施 形 態 １ を 基 本 と し 、 さ ら に 前 記 指 ス テ ィ ッ ク 部 は 、 人 間 の 指 を 挿 入 し
て 保 持 す る た め の 指 挿 入 手 段 を 有 し 、 指 挿 入 手 段 に よ り 指 ス テ ィ ッ ク 部 に 保 持 さ れ た 指 を
動 か す こ と で 自 身 が コ ン ト ロ ー ラ 本 体 上 に て 三 次 元 方 向 に 連 動 し て 動 か さ れ る こ と を 特 徴
と す る 三 次 元 コ ン ト ロ ー ラ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ４ は 、 前 記 指 ス テ ィ ッ ク 部 に お け る 、 人 間 の 指 を 挿 入 し て 保 持 す る た め の 指 挿 入 手 段 の
一 例 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
即 ち 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 指 ス テ ィ ッ ク 部 を 一 本 の 指 で 動 か す た め の 手 段 と し て 、 前
記 指 ス テ ィ ッ ク 部 に 指 を 挿 入 し て 保 持 す る た め の 指 挿 入 手 段 を 設 け 、 当 該 指 挿 入 手 段 に よ
り 指 ス テ ィ ッ ク に 保 持 さ れ た 指 を 動 か す こ と で 自 身 が コ ン ト ロ ー ラ 本 体 上 に て 三 次 元 方 向
に 連 動 し て 動 か さ れ る こ と が 可 能 と な る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
＜ 実 施 形 態 ２ ： 構 成 ＞
【 ０ ０ ４ １ 】
図 ５ は 、 本 実 施 形 態 の 機 能 ブ ロ ッ ク の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 即 ち 、 本 実 施 形 態 は 、 実 施 形
態 １ を 基 本 と し 、 こ の う ち 、 指 ス テ ィ ッ ク 部 を 、 人 間 の 指 を 挿 入 し て 保 持 す る た め の 指 挿
入 手 段 を 有 し 、 指 挿 入 手 段 に よ り 指 ス テ ィ ッ ク に 保 持 さ れ た 指 を 動 か す こ と で 自 身 が コ ン
ト ロ ー ラ 本 体 上 に て 三 次 元 方 向 に 連 動 し て 動 か さ れ る も の と し た も の で あ る 。 「 指 挿 入 手
段 」 と は 、 そ の 中 に 人 間 の 指 を 挿 入 し て 指 ス テ ィ ッ ク 部 を 保 持 す る た め の 手 段 を い い 、 例
え ば 、 指 ス テ ィ ッ ク 部 に 設 け た リ ン グ 状 の 指 挿 入 部 分 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
＜ 実 施 形 態 ２ ： 処 理 の 流 れ ＞
【 ０ ０ ４ ３ 】
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図 ６ は 、 本 実 施 形 態 で の 流 れ の 一 例 を 示 し た も の で あ る 。 即 ち 、 本 実 施 形 態 に お け る 処 理
は 、 実 施 形 態 １ を 基 本 と し 、 こ の う ち 、 指 ス テ ィ ッ ク 作 動 ス テ ッ プ （ Ｓ ０ ５ ０ １ ） に お け
る 指 ス テ ィ ッ ク 部 を 一 本 の 指 で 操 作 す る 手 段 と し て 、 前 記 指 ス テ ィ ッ ク 部 に 指 を 挿 入 し て
保 持 す る た め の 指 挿 入 手 段 を 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
＜ 実 施 形 態 ２ ： 効 果 ＞
【 ０ ０ ４ ５ 】
本 実 施 形 態 に お い て は 、 実 施 形 態 １ を 基 本 と し 、 前 記 指 ス テ ィ ッ ク 部 が 人 間 の 指 を 挿 入 し
て 保 持 す る た め の 指 挿 入 手 段 を 有 し 、 指 挿 入 手 段 に よ り 指 ス テ ィ ッ ク 部 に 保 持 さ れ た 指 を
動 か す こ と で 自 身 が コ ン ト ロ ー ラ 本 体 上 に て 三 次 元 方 向 に 連 動 し て 動 か さ れ る こ と に よ り
、 当 該 指 ス テ ィ ッ ク 部 の 三 次 元 方 向 の 動 き に 対 応 し て 空 間 内 で の 三 次 元 方 向 の 移 動 制 御 信
号 を 生 成 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の た め 、 当 該 一 本 の 指 の 動 き の 方 向 や 指 ス テ ィ ッ ク 部
の 受 け る 指 の 力 の 大 き さ の 微 妙 な 変 化 に 対 応 し た ス ム ー ズ な コ ン ト ロ ー ル が 可 能 と な る 。
ま た 、 片 手 は 全 く フ リ ー と な る た め 、 他 の 操 作 、 例 え ば 航 空 機 の 操 縦 者 が 、 通 信 や 移 動 目
標 の 捕 捉 等 を 行 う た め の 操 作 に 使 う こ と が で き 、 コ ン ピ ュ ー タ 技 術 等 の 発 達 に 伴 う 複 雑 な
作 業 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
＜ ＜ 実 施 形 態 ３ ＞ ＞
【 ０ ０ ４ ６ 】
＜ 実 施 形 態 ３ ： 概 要 ＞
【 ０ ０ ４ ７ 】
本 実 施 形 態 は 、 請 求 項 １ 及 び ２ を 基 本 と し 、 さ ら に 前 記 指 ス テ ィ ッ ク 部 は 、 前 記 コ ン ト ロ
ー ラ 本 体 に 対 し て 弾 性 体 で 保 持 さ れ 、 指 に よ り 押 圧 し 、 又 は 引 き 上 げ る こ と に よ り 前 記 指
ス テ ィ ッ ク 部 を 動 か す Ｚ 軸 方 向 動 作 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 三 次 元 コ ン ト ロ ー ラ で
あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
図 ７ は 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ 本 体 に 対 し て 弾 性 体 で 保 持 さ れ 、 指 に よ り 押 圧 し 、 又 は 引 き 上
げ る こ と に よ り 前 記 指 ス テ ィ ッ ク 部 を 動 か す Ｚ 軸 方 向 動 作 手 段 の 一 例 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
＜ 実 施 形 態 ３ ： 構 成 ＞
【 ０ ０ ５ ０ 】
図 ８ は 、 本 実 施 形 態 の 機 能 ブ ロ ッ ク の 一 例 を 占 め す 図 で あ る 。 即 ち 、 本 実 施 形 態 は 、 実 施
形 態 １ 及 び ２ を 基 本 と し 、 さ ら に 前 記 指 ス テ ィ ッ ク 部 は 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ 本 体 に 対 し て
弾 性 体 で 保 持 さ れ 、 指 に よ り 押 圧 し 、 又 は 引 き 上 げ る こ と に よ り 前 記 指 ス テ ィ ッ ク を 動 か
す Ｚ 軸 方 向 動 作 手 段 を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
弾 性 体 は 、 ゴ ム で あ っ て も 、 バ ネ で あ っ て も 、 ま た は そ れ 以 外 の も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
＜ 実 施 形 態 ３ ： 処 理 の 流 れ ＞
【 ０ ０ ５ ３ 】
図 ９ は 、 本 実 施 形 態 で の 流 れ の 一 例 を 示 し た も の で あ る 。 即 ち 、 本 実 施 形 態 に お け る 処 理
は 、 実 施 形 態 １ 及 び ２ を 基 本 と し 、 さ ら に 前 記 指 ス テ ィ ッ ク 部 に 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ 本 体
に 対 し て 弾 性 体 で 保 持 さ れ 、 指 に よ り 押 圧 し 、 又 は 引 き 上 げ る こ と に よ り 前 記 指 ス テ ィ ッ
ク 部 を 動 か す Ｚ 軸 方 向 動 作 手 段 を 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
＜ 実 施 形 態 ３ ： 効 果 ＞
【 ０ ０ ５ ５ 】
本 実 施 形 態 に お い て は 、 実 施 形 態 １ 及 び ２ を 基 本 と し 、 前 記 指 ス テ ィ ッ ク 部 が 前 記 コ ン ト
ロ ー ラ 本 体 に 対 し て 弾 性 体 で 保 持 さ れ 、 指 に よ り 押 圧 し 、 又 は 引 き 上 げ る こ と に よ り 前 記
指 ス テ ィ ッ ク を 動 か す Ｚ 軸 方 向 動 作 手 段 を 有 す る こ と に よ り 当 該 指 ス テ ィ ッ ク 部 の 三 次 元
方 向 の 動 き に 対 応 し て 空 間 内 で の 三 次 元 方 向 の 移 動 制 御 信 号 を 生 成 す る こ と が 可 能 と な る
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。 こ の た め 、 当 該 一 本 の 指 の 動 き の 方 向 や 指 ス テ ィ ッ ク 部 の 受 け る 指 の 力 の 大 き さ の 微 妙
な 変 化 に 対 応 し た ス ム ー ズ な コ ン ト ロ ー ル が 可 能 と な る 。 ま た 、 片 手 は 全 く フ リ ー と な る
た め 、 他 の 操 作 、 例 え ば 航 空 機 の 操 縦 者 が 、 通 信 や 移 動 目 標 の 捕 捉 等 を 行 う た め の 操 作 に
使 う こ と が で き 、 コ ン ピ ュ ー タ 技 術 等 の 発 達 に 伴 う 複 雑 な 作 業 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
＜ ＜ 実 施 形 態 ４ ＞ ＞
【 ０ ０ ５ ６ 】
＜ 実 施 形 態 ４ ： 概 要 ＞
【 ０ ０ ５ ７ 】
本 実 施 形 態 は 、 実 施 形 態 １ を 基 本 と し 、 前 記 指 ス テ ィ ッ ク 部 は 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ 本 体 に
対 し て 反 発 す る 方 向 に 付 勢 さ れ 、 指 に よ り そ の 反 発 力 を 押 さ え る 方 向 に 力 を 印 加 す る こ と
が で き る 指 の せ 手 段 を 有 し 、 指 ス テ ィ ッ ク に 載 置 し た 指 の 押 圧 力 に よ り 前 記 指 の せ 手 段 を
動 か す こ と で 自 身 が コ ン ト ロ ー ラ 本 体 上 に て 三 次 元 方 向 に 連 動 し て 動 か さ れ る も の で あ る
こ と を 特 徴 と す る 三 次 元 コ ン ト ロ ー ラ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
＜ 実 施 形 態 ４ ： 構 成 ＞
【 ０ ０ ５ ９ 】
図 １ ０ は 、 本 実 施 形 態 の 機 能 ブ ロ ッ ク の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 即 ち 、 本 実 施 形 態 は 、 実 施
形 態 １ を 基 本 と し 、 さ ら に 前 記 指 ス テ ィ ッ ク 部 は 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ 本 体 に 対 し て 反 発 す
る 方 向 に 付 勢 さ れ 、 指 に よ り そ の 反 発 力 を 押 さ え る 方 向 に 力 を 印 加 す る こ と が で き る 指 の
せ 手 段 を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
＜ 実 施 形 態 ４ ： 処 理 の 流 れ ＞
【 ０ ０ ６ １ 】
図 １ １ は 、 本 実 施 形 態 で の 流 れ の 一 例 を 示 し た も の で あ る 。 即 ち 、 本 実 施 形 態 に お け る 処
理 は 、 実 施 形 態 １ を 基 本 と し 、 さ ら に 前 記 指 ス テ ィ ッ ク 部 に 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ 本 体 に 対
し て 反 発 す る 方 向 に 付 勢 さ れ 、 指 に よ り そ の 反 発 力 を 押 さ え る 方 向 に 力 を 印 加 す る こ と が
で き る 指 の せ 手 段 を 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
＜ 実 施 形 態 ４ ： 効 果 ＞
【 ０ ０ ６ ３ 】
本 実 施 形 態 に お い て は 、 実 施 形 態 １ を 基 本 と し 、 前 記 指 ス テ ィ ッ ク 部 に 、 前 記 コ ン ト ロ ー
ラ 本 体 に 対 し て 反 発 す る 方 向 に 付 勢 さ れ 、 指 に よ り そ の 反 発 力 を 押 さ え る 方 向 に 力 を 印 加
す る こ と が で き る 指 の せ 手 段 を 設 け る こ と に よ り 当 該 指 ス テ ィ ッ ク 部 の 三 次 元 方 向 の 動 き
に 対 応 し て 空 間 内 で の 三 次 元 方 向 の 移 動 制 御 信 号 を 生 成 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の た め
、 当 該 一 本 の 指 の 動 き の 方 向 や 指 ス テ ィ ッ 部 ク の 受 け る 指 の 力 の 大 き さ の 微 妙 な 変 化 に 対
応 し た ス ム ー ズ な コ ン ト ロ ー ル が 可 能 と な る 。 ま た 、 片 手 は 全 く フ リ ー と な る た め 、 他 の
操 作 、 例 え ば 航 空 機 の 操 縦 者 が 、 通 信 や 移 動 目 標 の 捕 捉 等 を 行 う た め の 操 作 に 使 う こ と が
で き 、 コ ン ピ ュ ー タ 技 術 等 の 発 達 に 伴 う 複 雑 な 作 業 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
＜ ＜ 実 施 形 態 ５ ＞ ＞
【 ０ ０ ６ ４ 】
＜ 実 施 形 態 ５ ： 概 要 ＞
【 ０ ０ ６ ５ 】
本 実 施 形 態 は 、 実 施 形 態 １ 及 び ２ を 基 本 と し 、 さ ら に 前 記 制 御 信 号 生 成 手 段 は 、 前 記 指 の
動 き に よ り 指 ス テ ィ ッ ク 部 が 受 け る 力 の 大 き さ に 応 じ て 前 記 移 動 制 御 信 号 を 生 成 す る こ と
を 特 徴 と す る 三 次 元 コ ン ト ロ ー ラ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
＜ 実 施 形 態 ５ ： 構 成 ＞
【 ０ ０ ６ ７ 】
図 １ ２ は 、 本 実 施 形 態 の 機 能 ブ ロ ッ ク の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 即 ち 、 本 実 施 形 態 は 、 実 施
形 態 １ 及 び ２ を 基 本 と し 、 さ ら に 前 記 制 御 信 号 生 成 手 段 は 、 前 記 指 の 動 き に よ り 指 ス テ ィ
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ッ ク 部 が 受 け る 力 の 大 き さ に 応 じ て 前 記 移 動 制 御 信 号 を 生 成 す る も の で あ る 。 具 体 的 に は
、 指 か ら 受 け る 圧 力 を 感 知 す る 圧 力 セ ン サ に よ り 押 圧 力 を 検 知 し 、 検 知 し た 当 該 押 圧 力 に
基 づ い て 前 記 移 動 制 御 信 号 が 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
＜ 実 施 形 態 ５ ： 処 理 の 流 れ ＞
【 ０ ０ ６ ９ 】
図 １ ３ は 、 本 実 施 形 態 で の 流 れ の 一 例 を 示 し た も の で あ る 。 即 ち 、 本 実 施 形 態 に お け る 処
理 は 、 実 施 形 態 １ 及 び ２ を 基 本 と し 、 さ ら に 前 記 制 御 信 号 生 成 手 段 は 、 前 記 指 の 動 き に よ
り 指 ス テ ィ ッ ク が 受 け る 力 の 大 き さ に 応 じ て 前 記 移 動 制 御 信 号 を 生 成 す る こ と と し た も の
で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
＜ 実 施 形 態 ５ ： 効 果 ＞
【 ０ ０ ７ １ 】
本 実 施 形 態 に お い て は 、 実 施 形 態 １ 及 び ２ を 基 本 と し 、 前 記 制 御 信 号 生 成 手 段 は 、 前 記 指
の 動 き に よ り 指 ス テ ィ ッ ク 部 が 受 け る 力 の 大 き さ に 応 じ て 前 記 移 動 制 御 信 号 を 生 成 す る も
の と す る こ と で 当 該 指 ス テ ィ ッ ク 部 の 三 次 元 方 向 の 動 き に 対 応 し て 空 間 内 で の 三 次 元 方 向
の 移 動 制 御 信 号 を 生 成 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の た め 、 当 該 一 本 の 指 の 動 き の 方 向 や 指
ス テ ィ ッ ク 部 の 受 け る 指 の 力 の 大 き さ の 微 妙 な 変 化 に 対 応 し た ス ム ー ズ な コ ン ト ロ ー ル が
可 能 と な る 。 ま た 、 片 手 は 全 く フ リ ー と な る た め 、 他 の 操 作 、 例 え ば 航 空 機 の 操 縦 者 が 、
通 信 や 移 動 目 標 の 捕 捉 等 を 行 う た め の 操 作 に 使 う こ と が で き 、 コ ン ピ ュ ー タ 技 術 等 の 発 達
に 伴 う 複 雑 な 作 業 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
＜ ＜ 実 施 形 態 ６ ＞ ＞
【 ０ ０ ７ ２ 】
＜ 実 施 形 態 ６ ： 概 要 ＞
【 ０ ０ ７ ３ 】
本 実 施 形 態 は 、 実 施 形 態 １ か ら ３ を 基 本 と し 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ 本 体 部 は 、 人 間 の 片 手 に
納 ま る 大 き さ で あ る こ と を 特 徴 と す る 三 次 元 コ ン ト ロ ー ラ で あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
＜ 実 施 形 態 ６ ： 構 成 ＞
【 ０ ０ ７ ５ 】
本 実 施 形 態 は 、 実 施 形 態 １ か ら ３ を 基 本 と し 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ 本 体 部 は 人 間 の 片 手 に 納
ま る 大 き さ で あ る も の と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
＜ 実 施 形 態 ６ ： 処 理 の 流 れ ＞
【 ０ ０ ７ ７ 】
本 実 施 形 態 に お け る 処 理 は 、 実 施 形 態 １ か ら ３ を 基 本 と し 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ 本 体 部 は 人
間 の 片 手 に 納 ま る 大 き さ で あ る も の と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
＜ 実 施 形 態 ６ ： 効 果 ＞
【 ０ ０ ７ ９ 】
本 実 施 形 態 に お い て は 、 実 施 形 態 １ か ら ３ を 基 本 と し 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ 本 体 部 は 人 間 の
片 手 に 納 ま る 大 き さ で あ る も の と す る こ と で 当 該 指 ス テ ィ ッ ク 部 の 三 次 元 方 向 の 動 き に 対
応 し て 空 間 内 で の 三 次 元 方 向 の 移 動 制 御 信 号 を 生 成 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の た め 、 当
該 一 本 の 指 の 動 き の 方 向 や 指 ス テ ィ ッ ク 部 の 受 け る 指 の 力 の 大 き さ の 微 妙 な 変 化 に 対 応 し
た ス ム ー ズ な コ ン ト ロ ー ル が 可 能 と な る 。 ま た 、 片 手 は 全 く フ リ ー と な る た め 、 他 の 操 作
、 例 え ば 航 空 機 の 操 縦 者 が 、 通 信 や 移 動 目 標 の 捕 捉 等 を 行 う た め の 操 作 に 使 う こ と が で き
、 コ ン ピ ュ ー タ 技 術 等 の 発 達 に 伴 う 複 雑 な 作 業 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
以 上 に 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に お い て は 、 コ ン ト ロ ー ラ 本 体 部 に 、 一 本 の 指 の 動 き に 連
動 し て コ ン ト ロ ー ラ 本 体 上 で 三 次 元 方 向 に 動 か す こ と が で き る 指 ス テ ィ ッ ク 部 を 設 け る こ
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と に よ り 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ 本 体 に お い て 、 当 該 指 ス テ ィ ッ ク 部 の 三 次 元 方 向 の 動 き に 対
応 し て 空 間 内 で の 三 次 元 方 向 の 移 動 制 御 信 号 を 生 成 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の た め 、 当
該 一 本 の 指 の 動 き の 方 向 や 指 ス テ ィ ッ ク 部 の 受 け る 指 の 力 の 大 き さ の 微 妙 な 変 化 に 対 応 し
た ス ム ー ズ な コ ン ト ロ ー ル が 可 能 と な る 。 ま た 、 片 手 は 全 く フ リ ー と な る た め 、 他 の 操 作
、 例 え ば 航 空 機 の 操 縦 者 が 、 通 信 や 移 動 目 標 の 捕 捉 等 を 行 う た め の 操 作 に 使 う こ と が で き
、 コ ン ピ ュ ー タ 技 術 等 の 発 達 に 伴 う 複 雑 な 作 業 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 １ を 説 明 す る た め の 概 念 図
【 図 ２ 】 実 施 形 態 １ を 説 明 す る た め の 機 能 ブ ロ ッ ク 図
【 図 ３ 】 実 施 形 態 １ の 処 理 の 流 れ を 説 明 す る 図
【 図 ４ 】 実 施 形 態 ２ を 説 明 す る た め の 具 体 的 イ メ ー ジ 図
【 図 ５ 】 実 施 形 態 ２ を 説 明 す る た め の 機 能 ブ ロ ッ ク 図
【 図 ６ 】 実 施 形 態 ２ の 処 理 の 流 れ を 説 明 す る 図
【 図 ７ 】 実 施 形 態 ３ を 説 明 す る た め の 具 体 的 イ メ ー ジ 図
【 図 ８ 】 実 施 形 態 ３ を 説 明 す る た め の 機 能 ブ ロ ッ ク 図
【 図 ９ 】 実 施 形 態 ３ の 処 理 の 流 れ を 説 明 す る 図
【 図 １ ０ 】 実 施 形 態 ４ を 説 明 す る た め の 機 能 ブ ロ ッ ク 図
【 図 １ １ 】 実 施 形 態 ４ の 処 理 の 流 れ を 説 明 す る 図
【 図 １ ２ 】 実 施 形 態 ５ を 説 明 す る た め の 機 能 ブ ロ ッ ク 図
【 図 １ ３ 】 実 施 形 態 ５ の 処 理 の 流 れ を 説 明 す る 図
【 符 号 の 説 明 】
０ １ ０ １ 　 　 コ ン ト ロ ー ラ 本 体 部
０ １ ０ ２ 　 　 指 ス テ ィ ッ ク 部
０ １ ０ ３ 　 　 リ ン グ 部 分
０ ４ ０ １ 　 　 コ ン ト ロ ー ラ 本 体 部
０ ４ ０ ２ 　 　 指 ス テ ィ ッ ク 部
０ ４ ０ ３ 　 　 指 挿 入 手 段
０ ７ ０ １ 　 　 コ ン ト ロ ー ラ 本 体 部
０ ７ ０ ２ 　 　 弾 性 体
０ ７ ０ ３ 　 　 Ｚ 軸 方 向 動 作 手 段
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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